
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
な
る
こ

れ
か
ら
の
時
季
は
、
特
に
林
野
や
原
野
火
災
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

鹿
角
管
内
の
火
災
発
生
原
因
の
第
１
位
は
野
焼
き
の
火
の
不
始
末
で
す
。

林
野
や
原
野
は
近
く
に
有
効
な
水
利
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
火
災
が
発
生
す

る
と
被
害
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

農
業
上
、
や
む
を
得
ず
火
気
を
使
用
す
る
際
は
、
近
く
に
水
バ
ケ
ツ
を
準

備
し
、
少
量
ず
つ
焼
却
す
る
な
ど
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
風
の
強
い

時
は
焼
却
等
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

雪
が
消
え
山
菜
の
季
節
に
な
る
と
、
毎
年
の
よ
う
に
山
菜
採
り
に
よ

る
遭
難
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
熊
に
よ
る
被
害
も
多

発
し
て
お
り
、
入
山
規
制
が
さ
れ
て
い
る
区
域
も
あ
り
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鹿角広域行政組合消防本部管内

出 動 件 数
平成２９年１月～平成２９年１２月末

総出動件数 １７０８ 件

①火 災 ２８ 件

②救 急 １３９５ 件

③救 助 ３４ 件

④そ の 他 ２５１ 件

消
防

第

号

平
成

年

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部･

消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

鹿

角

か

づ
の

山火事用心

鹿角地区緊急流入路が運用開始

29

12

30

「
東
北
自
動
車
道
鹿
角
地
区
緊
急
流
入
路
」

が
花
輪
字
中
柴
内
に
完
成
し
、
平
成

年

月

日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
緊
急
流
入
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
二
次
医
療
機
関
で
の
対
応
が
困

難
で
専
門
的
か
つ
高
度
な
治
療
を
要
す
る

患
者
を
三
次
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
際
の

搬
送
時
間
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
、
救
急
救

命
上
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
東
北
自
動
車
道
内
で
発
生
し
た
火

災
・
救
急
・
救
助
事
案
に
つ
い
て
も
、
よ

り
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

運
用
開
始
か
ら
平
成

年
２
月
末
現
在

で
の
使
用
実
績
は
、
救
急
出
動
９
件
、
救

助
出
動
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８

・
家
族
に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
伝
え
る
。

・
飲
食
物
や
携
帯
電
話
な
ど
は
必
ず
携
行
す
る
。

・
入
山
が
規
制
さ
れ
て
い
る
山
に
は
絶
対
に
入
ら
な
い
。

・
熊
よ
け
鈴
を
使
用
す
る
な
ど
、
音
を
出
し
な
が
ら
行
動
す
る
。

・
単
独
で
の
行
動
は
危
険
！
複
数
人
で
行
動
す
る
。

◎
入
山
す
る
際
は
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
◎

消
火
栓
ス
ピ
ン
ド
ル
調
査
に
つ
い
て

４
月
か
ら
鹿
角
市
、
小
坂
町
に
あ
る
全
て
の
消
火
栓
の
作
動
状
況
を
消
防
職
員
が

調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
実
際
に
消
火
栓
か
ら
水
を
出
し
、
火
災
時
に
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
か
確
認
す
る
も
の
で
す
。
調
査
に
は
細
心
の
注
意

を
払
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
家
庭
の
水
道
か
ら
濁
り
水

が
出
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
鹿
角

広
域
行
政
組
合
消
防
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
：
鹿
角
広
域
消
防
署

2
3
-4
9
7
5

小
さ
い
「
火
」

油
断
す
る
と
、

大
き
な
「
火
」

大
湯
小
学
校
六
年

藤
原

ふ
じ
わ
ら

拓
海

た

く

み

さ
ん

最優秀賞

一
つ
の
火

す
べ
て
を
う
ば
う

こ
わ
い
も
の

小
坂
小
学
校
四
年

清
水

し

み

ず

陽
生

は

る

き

さ
ん

自
治
体
消
防

周
年
事
業

7 0

熊・遭難に注意

鹿角市小坂町 秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部
で
は
、

周
年
記
念
事
業
と
し
て
小
学
生
を

対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

※
学
年
は
平
成

年
度

7 0

２ ９



３
月
４
日
に
平
成

年
度
消

防
団
員
教
養
研
修
会
が
消
防
庁

舎
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
半
の
講
義
で
は
外
部
講
師

を
招
き
、
危
険
予
知
に
つ
い
て

の
研
修
を
受
講
し
、
災
害
現
場

で
の
安
全
管
理
の
重
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
半
の
実
技
訓
練
で

は
、
怪
我
人
の
搬
送
訓
練
や
担

架
作
成
な
ど
の
講
習
や
、
消
火

用
ホ
ー
ス
の
展
張
、
撤
収
要
領

な
ど
の
基
礎
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックし、登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用
ＱＲコード

鹿角市

小坂町

火事はどこ？ 今のサイレンは何？ １１９番への問い合わせはご遠慮願います。

災害情報案内サービス ０１８６（３０）１７２０

いざという時のために！

２
月
９
日
、
秋
田
市
内
に
お
い
て
「
第

回

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
当
消
防
本
部
か
ら
小
舘
廉
史
消
防
副
士
長

が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
県
各
消
防
本
部
か
ら
選
考
さ
れ
た

職
員
が
一
同
に
会
し
消
防
業
務
を
通
じ
て
感
じ

た
意
見
、
提
案
を
発
表
す
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

小
舘
副
士
長
は
、

大
規
模
災
害
時
の
避

難
所
運
営
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
「
防
災

キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う

体
験
型
の
訓
練
の
重

要
性
と
普
及
を
訴
え

ま
し
た
。

40

地
域
を
守
る
消
防
団

鹿
角
市
消
防
団
第
３
分
団
第
２
部
（
鶴
田
）
と
第

分
団
第
２
部
（
甚
兵
ェ
川
原
）
の
消
防
団
活
動
拠
点
施

設
が
新
し
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
と
消
防
団
が
一
体
と
な
り
、
一
人
ひ

と
り
の
顔
が
見
え
る
分
団
と
し
て
、
有
事
の
際
は
一
丸

と
な
っ
て
活
動
し
ま
す
。

消防団活動拠点施設が

新しくなりました

第３分団第２部（鶴田）

第１２分団第２部（甚兵ェ川原）
12

29

定期的に住宅用火災警報器の
点検をしましょう

本
体
の
点
検
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
と
、

正
常
を
お
知
ら
せ
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
た
は
火

災
警
報
音
が
鳴
り
ま
す
。

鳴
ら
な
い
場
合
は
、
電

池
切
れ
か
機
器
本
体
の

故
障
で
す
。
取
扱
説
明

書
を
ご
覧
に
な
る
か
、

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う

ピピッ、

正常です。

ピーピーピー、

火事です。

住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
経
年
に
よ
り
電
子

部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
等
で
火
災
を
感
知
し

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検

し
て
お
く
と
安
心
で
す
。


